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技術の概要

３．技術の効果

　この技術を用いて、演算量が多い兵庫県、京都府、鳥取県などの県（府）の全河川を対象とした洪水予
測システム構築の関連業務へ活用した。今後は、スパコンを用いた高速処理のノウハウを用いて、河
川、道路や港湾等における大規模データの高速処理に取り組む。

４．技術の適用範囲

　氾濫予測システムを始めとする、演算処理の負荷が高く、限られた時間内で処理を完了する必要があ
るリアルタイム稼働のシステムの高速化に適用できる。
　また、AI、ビックデータの処理においてもベクトル型ＣＰＵ技術を採用したSX-Auroraの活用が期待でき
る。

２．技術の内容

５．活用実績

　都道府県における河川氾濫予測システムの活用事例を以下に示す。

自治体　 ４件
民間　　 １件

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　河川の水位や氾濫を予測するシステムを構築する場合、広範囲な流域を対象とした流出解析等を行う
必要があることから、複数台のサーバ機器やPCを用いて計算を実行する場合が多い。しかし、サーバ機
器やPCでは1台１台の処理能力には限界があり、より広範囲で多くのデータを取り扱うことや複雑な処理
を高速に実行することは困難であり、改善策が必要な状況であった。
　ベクトル型ＣＰＵ技術を用いることで大量データの一括処理を実現し、高い計算性能を実現することが
できる。ここでは、活用例として　「全国版リアルタイム河川氾濫予測システム」の事例を示す。本システ
ムは、中小河川を含む全国の河川を対象に、リアルタイムに洪水を予測するシステムである。
　RRIモデルは、河川水位の予測のみならず、越水後の氾濫状況までを予測することが可能である。

　NECが製造・販売するベクトル型スパコンの「SX-Aurora TUBASA」は、C/C++/Fortran等の既存の科
学計算プログラムを実行することができる。弊社は、大学と連携してスパコンでRRIモデルの大幅な
高速化（ベクトル化、並列化）を実現し、全国を対象としたRRIモデルによる予測モデルを構築している。
　汎用プロセッサは1命令で1要素のデータを処理する。 それに対し、ベクトル型ＣＰＵ技術を採用した
SX-Auroraは並列処理のため、256 要素のデータを１命令で読み書き・演算することができる。
　RRIモデルのプログラムをベクトル化、並列化（MPI)することにより、 SX-Auroraで演算の高速化を実現
した。
　「全国版リアルタイム河川氾濫予測システム」は、日本全国を4秒メッシュの解像度（約120m×100m）に
分割し、予測雨量データを用いて、河川の増水や氾濫状況を解析している。SX-Auroraを活用した高速
化により、6時間先までの予測が可能となり、住民避難のリードタイムの確保に資することができる。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

◎汎用プロセッサ（スカラー型）、SX-Auroraスパコン（ベクトル型）の仕組み

◎汎用プロセッサとSX-Auroraスパコン（ベクトル型）の計算速度の比較

◎SX-Auroraスパコン（ベクトル型）の活用例：全国版リアルタイム河川氾濫予測システム
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